





























































血 脈 の 森
―― 富永太郎の家系 ――
権　　田　　浩　　美























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































血 脈 の 森
― 23 ―
（13）
1日　城下町ホットいわむら・岩村町まちづく
り実行組織）95頁。丹羽瀬道は、植物学者の三
好學の実弟源吉氏の娘であること等が、系図で
示されている。丹羽瀬道の生年や没年について
は、基と道のお孫さんにあたる丹羽瀬學氏にご
確認いただいた。ちなみに、三好學の長女百合
江は玉川電気鉄道初代社長・津田興二に嫁いで
いる。
㉑　拙論「〈黎明の森〉 に眠る 〈出生の記憶〉―富永
太郎の血脈―」（2014年12月　『研究論集』予
定）において、木曽の地と太郎の血脈について
は詳述した。参照されたい。
＊　富永太郎の詩については『現代詩文庫1006　
富永太郎』（昭和50年7月　思潮社）、その他に
ついては大岡昇平の『富永太郎――書簡を通し
て見た生涯と作品――』（1974年9月　中央公
論社）、また未刊行の箇所については神奈川近
代文学館所蔵の関連資料を本文とした。
＊　本論を執筆するにあたっては、富永一矢氏な
らびに、富永家のご親戚にあたる日野秀麿氏と
そのご家族、古屋恵子氏にお話をうかがい、丹
羽瀬學氏には戸籍を確認していただく等、格別
の配慮を賜りました。また、木曽福島の川村弘
士氏・千村稔氏、岩村の「西町歴史掘りおこし
事務所」の西尾精二氏・隆崇院のご住職桂芳彦
氏、恵那市の伊藤英晃氏にもご協力をいただき
ました。そして、未刊行箇所の引用掲載におい
ては、富永一矢氏と神奈川近代文学館に許可を
いただきました。ここに記して深謝申し上げま
す。
